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１．研究の背景と目的                 
近年,我が国には縮退時代が到来し,人口減少や少子高齢

化などによる地域課題が顕在化しつつある。そのひとつ

が公共施設の維持であり,高度経済成長期に建設された多

くの施設が,老朽化や利用者減少による閉鎖などにより,遊
休公共不動産となっている。なかでも学校施設は,生徒数

の減少から,全国的に学校の統廃合が進んだため,多くの廃

校利活用の事例が確認できる 1)。 
大分県佐伯市では,2016 年 3 月に旧佐伯豊南高校が統廃

合し,校舎の利活用を検討している。図 1 に示すように，

旧佐伯豊南高校跡地(以下,対象地)は佐伯市中心市街地と

郊外商業集積地の中間地点にあり,一級河川である番匠川

に隣接し,標高 144m の城山を望む場所に位置する。閉校後,
耐震性に問題のない校舎の一部を准看護学院と保育所が

利用し,残りの校舎と残地が利活用されないままである。 
 そこで本研究では,全国の廃校利活用事例や市民ワーク

ショップ(以下,WS)などにより,対象地利活用の【機能】

【改修】【運営主体】について検討することを目的とする。 

２．研究方法                               

 本研究では,対象地の利活用方針を検討するため，全国

の廃校利活用事例の機能の傾向,改修の実態を把握する(3

章)。その後,対象地周辺の地域課題を明らかにするため，

対象地の立地分析を行う(4 章)。そして,WS によって市民

意見を把握することで(5 章),対象地利活用の【機能】【改

修】【運営主体】について具体的な方針を検討する(6 章)。 

３．全国の廃校利活用事例の傾向の把握         

 文部科学省の廃校施設活用事例集
1)，廃校施設等活用事例リンク集 2)か

ら全 166 件の事例を収集し,機能につ

いて集計した結果注1）を表1に示す。 

 件数が上位の「観光・体験」「社会

教育」「飲食・物販」は, 地域住民に加

え観光客も利用できる機能である。一

方で, 25件を超える「産業・工業」「学

校」は,学校法人や民間企業といった常

用的な利用が見込まれる機能である。 

つまり,全国の廃校利活用事例では，観光客と市民とが

利用する機能や常用的な利用が見込まれる機能が選定さ

れている傾向がわかった。 

 廃校利活用のプロセスにおける機能選定の特徴を分析

するため,収集した 166事例から, 2事例を選定し,文献調

査を行なった(表 2）。 

 対象地の

施設規模が

大きく,立地

地域では単

一の利活用

主体候補が

見込めない

こと,対象地

の敷地が約

16,000 ㎡と

広大であり,

複数機能を

想定される

ことを勘案し, 選定条件は,①複数の利活用主体が確認で

きる事例,②複数の機能が設けられている事例,③佐伯市

人口の±50%以内の市町村に立地する事例注2）とした。 

 事例 1,2 では様々な利活用主体・機能が確認できるが,

「福祉」や「農業」など,共通する目的を支える機能で構

成されている。そして,地域住民が利用できる施設も設け

られていることがわかった。また,事例 2 では用途変更を

行わないほかに,宿泊施設などを敷地内に段階的に新築す

ることで,初期の改修費を抑える工夫がされていることが

わかった。 

４．対象地の立地分析による地域課題の把握       

 中心市街地を含む対象地周辺の公共施設や商業施設を

図 1 に示す。また,各種施設の立地状況からみる対象地周

辺の課題を以下にまとめる。 

 対象地は，国道217号線に隣接し，中心市街地の区域境

界線までは約 500m，郊外商業集積地までは約 1.2km であ

表 1 全国の廃校 
利活用施設機能 

表 2 選定した 2 事例の概要 

図 1 対象地周辺における主要施設の立地(大分県佐伯市) 
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り，番匠川や城山に挟まれた恵まれた立地

でありながら,目的地になりにくく通過さ

れてしまう場所である。 

 対象地内や付近に地区集会所や公民館は

あるものの多世代が体を動かしながら交流

ができる拠点はない。また,対象地より東

側の市街地には複数の防災施設注 3)が確認で

きる。しかし,西側は郊外商業施設の整備

に伴い宅地を含む新市街地が広がるにも関

わらず,防災施設は 3件ほどにとどまる。 

５．WSを通した市民意見の把握             

 2021年 10月〜2022年 1月までに計 4 回

の WS を延べ 124 名の参加者と行った注 4)。

WS で提案された施設等をまとめたものを表

3 に示す。WS では参加者の考える地域課

題，対象地の現状をもとに機能が提案され

た。体を動かすことで地域住民同士や市外の人との交流

場所とすることを望む意見が多く，それを実現するため

アーバンキャンプやサップ,サイクルなど施設が多く提案

された。また,段階的な利活用実現のため,運営主体候補

があげられた施設を中心に試験利用を行う提案がされた。 

６．対象地の具体的な利活用方針の検討         

 WS にて提案された施設を必要な改修の程度を 3 段階に

分けたものを表 4に示す。 

 対象地の立地分析,全国の廃校活用事例の分析,市民の

意見把握,表より対象地利活用の【機能】【改修】【運営主

体】について具体的な方針を検討した(図 2)。 

【機能】全国事例分析から得た知見と，WS での提案から，

「交流」を目的とした複数の機能で構成することとした。

さらに地域課

題である防災

施 設 の 不 足

と，常用的な

市民の利用を

実現のため，

対象地を緊急

時は避難場所となる「日常使いできる避難所」として利

活用を行うことを検討した。そのため，3 階建て屋上付き

の旧普通教室棟の3階を防災備蓄倉庫とし，屋上をアーバ

ンキャンプなど宿泊体験のできる空間として提案した。 

【改修】事例分析でも確認されたように，試験利用期間

を設けることとした。さらに,表4をもとに,必要な改修の

程度が A,Bの施設を中心に段階的な利活用を進め，必要に

応じて追加で改修を行う提案とした。 

【運営主体】WS で提案された運営主体候補をもとに試験

利用に取り組み, 施設利用者や近隣の事業者など,運営主

体となる人物や団体を段階的に増やしていく提案とした。 

７．総括                       

 本研究では，全国の廃校利活用事例の分析，対象地の

立地分析，WS による市民意見の把握によって，対象地利

活用の対象地利活用の【機能】【改修】【運営主体】につ

いて具体的な方針を検討した。今後,対象地利活用主体や

改修費，運営費の試算等を検討する必要があると考える。 
【補注】 
注1）集計方法は,各事例の確認できた機能全てをカウントしている。 
注2）佐伯市の人口は69,606人で計算し,千葉県南房総市が36,369人,和歌山県田辺市が71,055人であった。 
注3）防災施設は,指定緊急避難場所,指定避難所,津波避難タワーを指す。  
注4）WSの日時と参加人数を付表1に示す。 
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第1回WS 第2回WS 第3回WS 第4回WS

日時
2021/10/6

19:00〜21:00

2021/11/5

19:00〜21:00

2021/12/15

19:00〜21:00

2022/1/19

19:00〜21:00

参加人数 31名 29名 40名 24名

付表 1 WS の日時と参加人数 

図 2 対象地提案図 

表 3 WS での提案のまとめ 

表 4 WS で提案された施設の必要な改修の程度 
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